
全国「道の駅」連絡会設立総会・シンポジウム ｉｎ 遠野の開催について 
 

12 月 17 日（月）に全国「道の駅」連絡会設立総会及び全国「道の駅」シンポジウム

in 遠野を開催し、上野副知事をはじめ県内各市町村長(副市町村市長)及び関係者の皆

様多数の参加が有りました。 
 

１ 総会・シンポジウムの概要  

 (1) 全国「道の駅」連絡会設立総会 

  ① 目的  

全国「道の駅」連絡会は、全国 996 カ所の「道の駅」による情報交換、相

互連携などにより、「道の駅」の質の確保や向上を図り、もって各地域の地域

振興及び利用者サービスの向上に寄与することを目的に設立 

  ② 開催日時 

ア 開催日時 平成 24 年 12 月 17 日（月）13:15～14:00 

イ 開催場所 あえりあ遠野・交流ホール 

ウ 参加者数  346 人(うち首長参加約 100 人) 

エ 活動内容 

◇｢道の駅｣のサービス向上に関する取り組みの情報共有化 

◇ブロック連絡会の相互連携やブロックを越えた取り組みの調整 

◇その他、全国連絡会の目的達成のために必要な業務 

オ 役  員 

◇会 長 本田敏秋遠野市長 

◇副会長 古口達也栃木県茂木町長 

◇副会長 宜保晴毅沖縄県豊見城市長 

   カ 遠野宣言採択(別紙参照) 

 

 (2) 全国「道の駅」シンポジウム in 遠野 

  ① 目的 

多くのドライバーなどに利用される道の駅は、「休憩」「情報発信」「地域連

携」の３つの役割のほか、東日本大震災では「復旧・復興支援拠点」という

新たな役割が確認されました。全国「道の駅」シンポジウムは、道の駅がこ

れまで担ってきた役割を再認識するとともに、新たな可能性を探ることを目

的に開催 
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  ② シンポジウムの状況 

   ア 開催日時 平成 24 年 12 月 17 日（月）14:15～17:25 

   イ 開催場所 遠野市民センター・大ホール 

   ウ 参加者数 約 900 人 

   エ 内  容  

(ｱ) 現状報告「震災と東北復興」 東北地方整備局長 徳山 日出男 

    (ｲ) 講演『｢道の駅｣と地域振興』 芝浦工業大学大学院教授 谷口 博昭 

    (ｳ) パネルディスカッション『「道の駅」の進化をめざして』 

       ◇コーディネーター 岩手日報社常勤監査役 小笠原 裕 

       ◇パネリスト    岩手県遠野市長 本田 敏秋 

                 栃木県茂木町長 古口 達也 

                  徳島県三好市長 俵 徹太郎 

                 熊本県阿蘇市長 佐藤 義興 

                 道21世紀新聞・ﾙｰﾄﾌﾟﾚｽ編集長 松本 順子 

       ◇アドバイザー   芝浦工業大学大学院教授 谷口 博昭 

  ③ 被災地現地視察 

ア 開催日時 平成24年12月18日（火）08:00～14:15 

イ 視察場所 Ａコース＝釜石市・大槌町方面 

Ｂコース＝陸前高田市・大船渡市方面 

   ウ 参加者数 Ａコース  87人 

          Ｂコース  73人 

          合計    160人 

 

２ 総括  

（1）1993 年（平成５年）４月 22 日に第１号の「道の駅」が誕生し、今年で 20 年目 

を迎ることから、改めて「道の駅」の存在意義を考えブラッシュアップする機会

となった。 

 

(2) 道路は「地域活性化」「産業振興」「医療ネットワーク」の促進のために必要不

可欠な社会資本であり、その道路をさらに魅力あるものに高める「道の駅」は、

道路を利用するあらゆる人々の重要な施設であることが再確認された。 

 

(3) このような全国規模の情報共有の場・交流の場は、大規模災害時の相互支援・

駅伝型支援やネットワークを活かした全国イベントの開催など、災害に強い安心

安全な社会の推進や、さまざま地域産業の振興に期待が持てる。 
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